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新世代賺ナス音楽 
21世紀のクルピ，ダ，エスキーナ、その現代性と肥沃さを聴く 

6
0
年
代
末
の
ミ
ル
ト
ン.
ナ
シ
メ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
ク
ル
ビ.
ダ.
エ
ス
^
^
! 

ム
ー
プ
メ
ン
ト
が
ロ
ー,
ポ
ル
ジ
ェ
ス
ト
ニ
ー
ニ
ョ，
オ
ル
夕
な
ど
ミ 

ナ
ス
飾
の
巨
頭
を
輩
出
し
た
よ
う
に、
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
は
自
分
た
ち
の
ミ
ナ
ス
の
音
楽
シー

ン
を
ス
ター

ト
し
よ
う
と
す
る
若
い
音
楽
家
が
集
ま
り「

へ 

ジ
ク
ロ.
ジ
ェ
ラ
ル」

と
い
う
第
一
新
世
代
が
生
ま
れ
た。
こ
の
へ
シ
ク
ロ.
ジ
ェ
ラ
ル
と
は
マ
ケ
リ
ー.
力、
ク
リ
ス
ト
フ.
シ
ル
ヴ
ァ、
パ
ブ
ロ.
カ
ス
ト
ロ、
 

レ
オ
ポ
ル
ヂ
ー
ナ、
セ
ル
ジ
オ.
ペ
レ
レ
な
ど
現
在、
中
心
的
に
活
躍
す
る
人
々
を
指
す。
さ
ら
に、
2
0
0
0
年
代
後
半
に
な
る
と
ミ
ナ
ス
ジ
ヱ
ラ
ィ
ス
連 

学
の
音
楽
部
0
0
2
？
の
出
身
者
を
中
心
と
す
る
新
し
い
世
代
が
生
ま
れ、
従
来
と
異
質
な
作
品
を
生
み
出
し
た。
こ
れ
を
第
一
一
新
世
代
と
呼
べ 

：
.

ば、
，
，
，
ア
レ
シ
ヤ
ン
ド
リ.
.

ア
ン
ド
レ
ス、
ア
ン
ト
ニ
オ
-

ロ
ウ
レ
ィ
ロ、
ハ
フ
ァ
エ
ル
-

マ
ル
チ
ニ
ら
が
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る。
そ
し
て、
0
0
1
\
4
？
の
講
師 

，
で
も
あ
る
第
一
新
世
代
の
ク
リ
ス
ト
フ.
シ
ル
ヴ
ァ
は
こ
れ
ら
の
第〗

一
新
世
代
と
共
に、
最
も
高
度
な
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
を
作
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る。
 

(

以
上、
文
攀
濱
瀬
元
彦) 
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「

作
曲
家
で、
歌
手、
ギ
タ
リ
ス
ト
で
ア
レ
ン 

ジ
ヤ
ー
の
ク
リ
ス
ト
フ，
シ
ル
ヴ
ァ
は、
そ
れ
ぞ 

れ
の
才
能
に
お
い
て
特
別
な
才
能
を
持
っ
た
音
楽 

家
で、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
の
組
み
合
わ
せ
の 

様
相
に
お
い
て
唯
一
無
一
一
の
存
在
で
あ
る」

 

ジ
ョ
ゼ，
ミ
ゲ
ル，
ヴ
ィ
ズ
ニ
キ(

音
楽
家、
作 

曲
家、
随
筆
家。
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
文
学
部
教
授) 

7
2
年
生
ま
れ、
ミ
ナ
ス
ジ
ヱ
ラ
ィ
ス
州
べ
口
才 

リ
ゾ
ン
チ
を
中
心
に
音
楽
活
動
を
続
け
る
ク
リ 

ス
ト
フ，
シ
ル
ヴ
ァ
は、
才
能
あ
る
音
楽
家
が
多 

い
ミ
ナ
ス
ジ
ヱ
ラ
ィ
ス
の
新
世
代
音
楽
家
の
中
で 

も、
最
も
多
才
な
音
楽
家
だ。
ギ
タ
リ
ス
ト、
歌
手、
 

作
曲
家、
音
楽
理
論
の
教
師、
演
劇
や
ダ
ン
ス 

の
た
め
に
作
曲
す
る
な
ど
多
様
な
顔
を
も
つ。
 

最
新
作『

デ
リ
ー
ヴ
ァ』

は
昨
年
発
表
さ 

れ
た
ア
ル
バ
ム
だ
が、
そ
れ
ま
で
に
ソ
ロ.
ア 

ル
バ
ム
を
1
枚(『

エ
ン.
ぺ.
ノ.
ポ
ル
ト』

 

2
0
0
7
年)

、
2
人
の
同
世
代
の
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー 

と
の
共
同
名
義
の
ア
ル
バ
ム(

ク
リ
ス
ト
フ、
マ 

ケ
リ
ー，
カ
&
パ
ブ
ロ ̂
カ
ス
ト
ロ『

ア
オ̂
ウ 

ト
ラ.
シ
ダー

デ』

2
0
0
3
年)

、
そ
れ
に『

エ
ン.
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ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ィ
ス
州
の
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
チ
に
住
ん 

で
い
る。
自
分
の
こ
と
を
完
全
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
だ 

と
思
っ
て
い
る。
自
分
の
周
辺
の
人
の
生
活
に、
 

ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
が
あ
る
の
を
感
じ
な
が
ら
育
つ 

た。
自
分
の
周
り
で
は、
や
つ
て
い
た
こ
と
の
手 

を
止
め
て、
ミ
ル
ト
ン.
ナ
シ
メ
ン
ト、
ト
ニ
ー
ニ
ョ.
 

オ
ル
夕、
シ
コ.
ブ
ア
ル
キ、
カ
エ
夕
丨
ノ.
ヴ
ェ 

ロ
ー、
ゾ、
ジ
ル
ベ
ル
ト.
ジ
ル
と
い
つ
た
立
日
楽
家 

の
ア
ル
バ
ム
を
聴
く
の
が
普
通
だ
っ
た。
 

家
で
は、
祖
父
が
チ
ャ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
や
ラ 

ヴ
ェ
ル
を
聴
く
の
が
好
き
で、
祖
父
の
レ
コ
ー
ド 

は
私
の
大
好
き
な
遊
び
道
具
に
な
っ
て
い
っ
た。
 

「

く
る
み
割
り
人
形」

や「

ボ
レ
ロ」

の
振
り
付 

け
を
想
像
し
な
が
ら、
何
度
も
夕
刻
を
過
ご
し 

た
も
の
だ
つ
た。
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
い
ぅ 

夢
を
も
つ
て
い
た。
そ
れ
か
ら…

…

精
神
に
お
い 

て
踊
る
た
め
に
音
楽
家
に
な
つ
た。
 

I
あ
な
た
の
世
代
の
音
楽
家
が
広
く
認
知
さ 

れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「

ヘ
シ
ク
ロ.
 

ジ
ェ
ラ
ル」

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？ 

ド
5 
2
0
0
2
年
の
こ
と
で、
1
6
人
の
作
曲
家 

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
半
月
ご
と
に〈

ヘ
シ 

ク
ロ.
ジ
ェ
ラ
ル
5
6
0
1
0
1
0 0

6
3
1
》

と
い
う 

バ
ー(

そ
こ
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
紙
資
源 

を
収
集
す
る
人
た
ち
を
ま
と
め
る
た
め
の
組
織 

が
運
営
し
て
い
る
ス
ぺ
ー
ス
だ
つ
た)

に
集
ま
り、
 

専
ら
未
発
表
曲
を
発
表
し
た。
そ
れ
ぞ
れ
の
作 

曲
家
は、
歌
の
た
め
に
歌
手
も
招
い
た。
イ
ベ
ン 

ト
は
1
年
間
続
き、
参
加
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー 

テ
イ
ス
ト
た
ち
は、
同
世
代
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
た 

ち
だ
と，
認
識
さ
れ
た。
 

I
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
3
枚
の 

ア
ル
バ
ム『

ア
-

才
ウ
卜
ラ
-

シ
グー

デ』
『

エ
ン
­

べ.
 ノ.
 ポ

ル
卜』

『

デ
リ
ヴ
ァ』

で
の
あ
な
た 

の
内
的
な
変
化
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま 

す
か
？ 

ド00

少
し
ず
つ
少
し
ず
つ、
よ
り
内
面
的
な 

何
か
に
近
づ
い
て
き
て、
自
分
自
身
と
よ
り
深
い 

と
こ
ろ
で
出
会
う
よ
う
に
な
つ
て
き
た
と
感
じ
て 

い
る。
自
分
は、
自
分
が
作
る
も
の
は
か
な
り
厳 

密
に
扱
う
と
い
う
性
格
だ
が、『

ア.
オ
ウ
ト
ラ
-

シ
ダ
ー
ヂ』

 

は
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
で、
 

他
の
共
演
者
と
対
話
し
て
や
る
と
い
う
約
束
事 

の
も
と
製
作
し
た。
私
は
作
曲
を
は
じ
め
た
ば
か 

り
で、
収
録
さ
れ
た
の
は
私
の
作
っ
た
最
初
の
い 

く
つ
か
の
曲
だ。
 

そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は、
突
然
終
了
し
た。
私
は
あ 

ま
り
面
識
が
な
か
っ
た
音
楽
家
た
ち
に
声
を
か 

け
て、『

エ
ン.
。
へ.
ノ
-

ポ
ル
ト』

と
し
て
結
実 

す
る
作
品
を
作
り
は
じ
め
た。
ア
ン
ト
ニ
オ.
ロ 

ウ
レ
イ
ロ、
ハ
フ
ア
エ
ル.
マ
ル
チ
ニ、
ペ
ド
ロ.
 

ト
リ
ゴ，
サ
ン
夕
1
ナ
と、
家
族
の
よ
う
な
グ
ル
ー 

ブ
を
作
つ
た。
彼
ら
は
と
て
も
献
身
的
で、
私
と 

リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
た。
こ
の
ア
ル
バ
ム
が
備
え 

て
い
る
の
は、
全
員
が
一
体
と
な
っ
た
親
密
で
平 

和
な
時
間
だ。
当
時
の
私
の
私
生
活
も、
そ
ん 

な
時
期
だ
っ
た。
 

『

エ
ン.
。
へ.
ノ.
ポ
ル
ト』

で
釣
り
合
い
の
と 

れ
た
も
の
と
し
て
示
し
た
も
の
が『

デ
リ
ー
ヴ
ア』

 

で
は、
中
心
か
ら
遠
心
分
離
機
で
分
離
し
た
よ 

ベ.
ノ.
ポ
ル
ト』

の
発
表
後
の
ラ
イ
ヴ
を
収
録 

し
た
0〉

0
を
発
表
し
て
い
る。
 

『
ア，

オ
ウ
ト
ラ，
シ
ダ
ー
ヂ』

は、
0
0
年
代
初 

頭
の
当
時
の
ミ
ナ
ス
で
は「

ヘ
シ
ク
ロ.
ジ
ェ
ラ
ル」

 

と
呼
ば
れ
た、
本
特
集
で
は
第
一
新
世
代
と
呼
ん 

で
い
る
世
代
の
才
能
が
集
結
し
た
記
念
碑
的
な 

作
品
だ。
ク
リ
ス
ト
フ.
シ
ル
ヴ
ァ、
マ
ケ
リ
ー.
 

力、
パ
ブ
ロ，
カ
ス
ト
ロ
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が、
 

弦
楽
重
奏
含
む
生
楽
器
と
ブ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が 

共
存
す
る
ア
レ
ン
ジ
で
収
録
さ
れ
て
い
る。
情
報 

量
が
多
い
ア
ル
バ
ム
で
薄
れ
て
し
ま
う
が、
ゲ
ス 

ト
参
加
の
女
性
歌
手
に
は
同
世
代
だ
け
で
な
く 

パ
ウ
ラ，
サ
ン
ト
ー
ロ
や
チ
夕
丨
ニ
と
い
つ
た
当 

時
既
に
実
力
派
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
歌
手
も 

参
加
し、
ア
ル
バ
ム
に
華
を
添
え
て
い
る。「

ヘ
シ 

ク
ロ.
ジ
ヱ
ラ
ル」

世
代
の
他
の
主
要
な
ア
ー
テ
ィ 

ス
ト
に
つ
い
て
は、
ミ
ナ
ス
新
世
代
の
デ
ィ
ス
ク 

ガ
イ
ド
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
も
参 

照
し
て
欲
し
い。
概
ね、
彼
ら
は
現
在
4
0
歳
前 

後
の
ミ
ナ
ス
出
身
の
音
楽
家
だ。
 

ソ
ロ
と
し
て
は
1
3
1
ア
ル
バ
ム
と
な
る『

エ
ン.
 

ベ.
ノ.
ポ
ル
ト』

は、
少
数
精
鋭
の
メ
ン
バ
ー 

の
"

バ
ン
ド
〃
を
べ
ー
ス
に
録
音
さ
れ
た。
そ
の 

バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
は、
ピ
ア
ノ
の
ハ
フ
ア
エ
ル.
 

マ
ル
チ
ニ、
ド
ラ
ム
の
ア
ン
ト
ニ
オ.
ロ
ウ
レ
イ
ロ、
 

ベ
ー
ス
の
ペ
ド
ロ.
ト
リ
ゴ
，

サ
ン
夕

1
ナ
と
い
う、
 

現
在
で
は
第
一
一
新
世
代
の
中
心
と
し
て
活
躍
す 

る
音
楽
家
た
ち。
彼
ら
と
の
高
度
で
〃
家
族
の 

よ
う
な
"

息
の
合
っ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に、
ク
リ 

ス
ト
フ
の
暖
か
み
の
あ
る
歌
声
と
曲
が
響
い
て
い 

く。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
要
素
は、
3
作
中
最
も 

低
い。
本
作
の
ラ
イ
ヴ
を
収
録
し
た
0〉

0
も
発 

売
さ
れ
た
が、
現
在
の
ミ
ナ
ス
の
若
い
音
楽
家
の 

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
映
像
で
示
す
貴
重
な
も
の
だ。
 

一
転
し
て、
6
年
後
の
昨
年
発
表
さ
れ
た
2
1
1
(
1 

ソ
ロ『

デ
リ
ー
ヴ
ァ』

で
は『

エ
ン.
ベ.
ノ.
 

。
ホ
ル
ト』

が
持
っ
て
い
た
暖
か
さ
を
否
定
す
る
よ 

う
な、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
主
体
の
音
楽
が
迫
っ
て 

く
る。
し
か
し
な
が
ら
ア
ル
バ
ム
は
進
む
に
つ
れ 

て
印
象
を
変
え
て
き
て
最
後
に
待
つ
の
は
"

肯 

定
の
音
楽
"で

あ
る。
本
作
は
通
し
て
聴
い
て
も 

ら
う
必
要
が
あ
る
と
し
て、
ク
リ
ス
ト
フ
は
ア
ル 

バ
ム
の
完
成
後
に、
完
成
記
念
ラ
イ
ヴ
で
は
な
く、
 

作
品
を
通
し
て
聴
く
場
を
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
チ、
サ 

ン
パ
ゥ
ロ、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
三
都
巿
で
設 

け
た。
本
作
を
聴
く
機
会
が
あ
る
な
ら、
本
作 

を
聴
く
た
め
だ
け
の
時
間
を
ぜ
ひ
一
度
そ
れ
ぞ
れ 

で
設
け
て
ほ
し
い。
ア
ル
バ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
の 

完
成
度、
曲
の
美
し
さ
と
そ
の
基
礎
に
に
な
つ
て 

い
る
博
識、
詩
の
描
く
世
界、
ク
リ
ス
ト
フ
の
歌、
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
現
代
性、
演
奏
技
術
の
高
さ、
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
生
演
奏
の
融
合 

ど
こ
で 

切
り
取
っ
て
も
興
味
が
尽
き
な
い
傑
作
ア
ル
バ
ム 

で
あ
る。
特
に
普
段、
同
時
代
の
エ
レ
ク
ト
ニ
力 

音
楽
を
聴
い
て
い
る
人
に
広
く
彼
の
音
楽
が
届
い 

た
ら.
：
ピ
ョ
ー
ク
や
レ〖

ア
イ
才，
ヘ
ッ
ド
ジ
ェ
^― 

ム
ズ.
フ
レ
イ
ク
グ
リ
ズ
リ
^~ 

#
ベ
ア
ダ
^― 

テ
イ
ー
^
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
ズ
にぺ

|\4〇

に
コ
ー 

ネ
リ
ア
ス…
と
い
つ
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
力
と
生
楽 

器
の
融
和
し
た
美
し
く
挑
戦
的
な
音
楽
に
引
き 

付
け
ら
れ
る
な
ら、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
音
楽
と
い 

う
壁
を
越
え
て、
ク
リ
ス
ト
フ
の
音
楽
に
魅
了
さ 

れ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う。
 

ク
リ
ス
ト
フ，

シ
ル
ヴ
ァ
の
詳
し
い
情
報
は、
 

イ
ン
夕
1
ネ
ッ
ト
上
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い。
 

が、『

デ
リ
ー
ヴ
ァ』

が
発
表
さ
れ、
本
特
集
を 

共
同
執
筆
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
濱
瀬
元
彦
氏
と 

の
間
や、
当
方
の
周
り
の
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
好
き
の 

間
で
は
何
度
も
ク
リ
ス
ト
フ
の
こ
と
が
話
題
に
な 

り、
こ
の
作
品
を
作
っ
た
音
楽
家
が
一
体
ど
ん
な 

音
楽
家
な
の
か
ず
っ
と
興
味
津
々
で
あ
っ
た。
本 

特
集
の
機
会
あ
っ
て、
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
チ
に
住
む 

彼
に
メー

ル
^
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
つ
た。
 

I
小
さ
な
頃
の
環
境
と、
音
楽
家
に
な
っ
た 

き
っ
か
け
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か。
 

ク
リ
ス
卜
フ.
シ
ル
ヴ
ァ(

以
下
ド0

0
〉

ア
メ 

リ
カ
で
生
ま
れ
た
け
れ
ど、
1
歳
の
と
き
か
ら
ミ 
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う
に、
私
の
破
片
が
全
て
の
方
向
に
散
乱
し
た
よ 

う
だ。
 

バ
ン
ド
は
散
り
散
り
に
な
っ
て、
私
の
結
婚
生 

活
が
終
わ
つ
た。
そ
れ
か
ら
引
き
受
け
た
二
つ
の 

仕
事
が『
デ
リー

ヴ
ア』

に
も
関
係
し
て
い
る。
 

ひ
と
つ
は、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
交
響
楽
団
の
基
金 

の
た
め
に
歌
と
弦
楽
四
重
奏
の
曲
を
作
曲
す
る 

と
い
う
も
の
で、
も
う
ひ
と
つ
は、
芸
術
基
金 

(？

目
ミ
苞
の
依
頼
で
歌
と
電
子
音
だ
け
を
使
っ 

た
曲
を
作
る
こ
と
だ
つ
た。
そ
う
い
う
流
れ
が
あ 

り、「

バ
ン
ド」

の
い
な
い
作
品
を
作
る
と
い
う 

考
え
に
汕
り
つ
い
た。
で
も
そ
れ
は、
音
楽
的
な 

こ
と
だ
け
で
な
く、
友
情
の
面
で
も
と
て
も
大
切 

な
価
値
を
捨
て
る
こ
と
か
も
し
れ
な
か
つ
た。
そ 

れ
ら
の
状
況
を
整
理
し
補
完
し
な
が
ら、
一
貫
し 

た
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
が、
私
の『

デ
リ
ー 

ヴ
ァ』

と
い
う
作
品
だ。
 

—
—

ア
ル
バ
ム『

デ
リー

ヴ
ァ』

で
プ
ロ
グ
ラ 

ミ
ン
グ
を
担
当
し、
あ
な
た
と
共
同
プ
ロ
デ
ュー

 

サー

を
し
て
い
る
ペ
ド
ロ，
ド
ウ
ラ
ン
イ
ス
と
は 

ど
こ
で
知
り
合
っ
た
の
で
す
か
？ 

ド
5
さ
っ
き
名
前
を
挙
げ
た
3
人
の
ミ
ュ
ー
ジ 

シ
ヤ
ン
が
私
に
紹
介
し
て
く
れ
た。『

エ
ン.
。
へ.
ノ
­

ボ
ル
ト』

 

の
ラ
イ
ヴ
時
に
は、
ペ
ド
ロ.
ド
ウ
ラ 

ン
ィ
ス
は、
私
た
ち
と
一
緒
に
演
奏
し
て
い
た。『

デ 

リ
I

ヴ
ア』

の
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
^“

ト
し
た 

と
き、
彼
は
バ
ン
ド
の
他
の
人
た
ち
よ
り
重
要
な 

役
割
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た。
で
も、
 

プ
ロ
セ
ス
が
進
む
う
ち
に、
不
可
欠
な
役
割
を 

担
う
よ
う
に
な
つ
て
い
つ
た。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く (

彼
は
僕
よ
り
ず
つ
と 

プ
ロ
グ
ミ
ン
グ
を
行
つ
た)

、
録
音
の
プ
ロ
セ
ス
に 

つ
い
て
き
て、
録
音
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
も 

力
を
発
揮
し
て、
私
が
声
や
ギ
タ
ー
を
録
音
す 

る
と
き
に
私
に
色
々
教
え
て
く
れ
た。
 

I『

デ
リー

ヴ
ァ』

の
製
作
が
ど
の
よ
う
に 

進
ん
だ
か
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い。
 

ド
3「

パ
ル
セ
リ
ア」

と「

ア.
ヴ
ォ
ス，
イ.
 

オ.
ヴ
ェ
ル
ソ
-

の
2
曲
は
先
ほ
ど
言
っ
た
サ
ン 

パ
ウ
ロ
州
立
交
響
楽
団
の
歌
と
弦
楽
四
重
奏
の 

た
め
に
作
つ
た
曲
で、「

パ
ラ
ヴ
ロー

リ
オ」

と 

「

ア
ウ
ト
モ
チ
ー
ウ
才」

「

ド
ウ
ラ
ン
チ
ス」

「

ア
^“ 

ヴ
ィ
ダ」

は、
歌
と
電
子
音
と
い
う
依
頼
で
作
つ 

た
曲
だ
が、
一
連
の
流
れ
が
で
き
る
ょ
う
に
他
の 

曲
を
作
曲
し
た。
い
つ
も
作
詞
を
元
に
曲
を
作 

り
始
め
る
の
で、
ベ
ル
ナ
ル
ド.
マ
ラ
ニ
ヤ
ウ
ン、
 

マ
ケ
リ
ー，
力、
ル
イ
ス，
タ
チ
ら
の
共
作
者
た 

ち
に
声
を
か
け
て
各
曲
の
テ
ー
マ
を
伝
え
た。
手 

元
に
詩
が
届
い
て
か
ら
作
曲
を
は
じ
め
る。
そ
こ 

で
や
る
こ
と
は、
私
が
用
意
し
て
い
た
音
と、
ど 

う
融
合
さ
せ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
だ。
特 

に、
私
が
す
で
に
作
つ
て
い
た
ブ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

と、
ア
コー

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
楽
器
や
バ
ン
ド
の
音 

を
ど、
っ
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く。
 

I
例
え
ば、
ア
レ
シ
ヤ
ン
ド
リ.
ア
ン
ド
レ
ス、
 

ア
ン
ト
ニ
オ.
ロ
ウ
レ
イ
ロ、
八
フ
ァ
エ
ル.
マ 

ル
チI
一
と
い
っ
た
ミ
ナ
ス
の
も
っ
と
若
い
世
代
に 

対
し
て
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
か。
 

ド
5
彼
ら
は、
現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
に
言 

及
す
る
な
ら、
私
が
今1

番
好
き
な
ミ
ユー

ジ 

シ
ヤ
ン
で、
最
も
心
を
打
た
れ
る。
な
る
べ
く 

色
々
聴
こ
う
と
努
め
て
は
い
る
け
れ
ど、
地
理
的 

に
近
い
の
と
同
様
に、
愛
情
的
も
あ
り、
彼
ら 

の
音
楽
が
私
の
心
の
中
に
強
く
響
く。
そ
の
3 

人
以
外
に
も
私
が
新
世
代
の
ミ
ナ
ス
の
音
楽
家 

で
好
き
な
音
楽
家
は
沢
山
い
る。
沢
山
い
て、
I 

〜

2
人
の
名
前
を
上
げ
た
り
で
き
な
い
く
ら
い
だ 

け
れ
ど…

…

も
し
1
人
だ
け
名
前
上
げ
る
な
ら、
 

私
の
世
代
の
好
き
な
音
楽
家
で『

ア.
オ
ウ
ト
ラ
-

シ
ダ
ー
ヂ』

 

を
一
緒
に
製
作
し
た
パ
ブ
ロ，
カ
ス 

ト
ロ
の
名
前
を
上
げ
た
い。
私
に
と
つ
て、
優
れ 

た
〃
歌
の，
作
曲
家
だ。
 

—
—

あ
な
た
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
作
曲
家
ジ
ョ
ゼ，
 

ミ
ゲ
ル
’

ヴ
ィ
ズ
ーI

キ
の
楽
譜
集
を
書
い
て
い
ま 

す
が、
ど
う
い
う
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？ 

ド
5
出
版
社
か
ら
楽
譜
集
の
出
版
で
コ
ン
タ 

ク
ト
が
あ
つ
た
ヴ
ィ
ズ
ニ
キ
が、
私
を
推
薦
し
て 

く
れ
た
ん
だ。
彼
は
私
の
こ
と
を
知
つ
て
い
て、
 

彼
の
作
品
の
フ
ア
ン
で
あ
る
こ
と
も
知
つ
て
い
た。
 

出
版
社
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
住
む
誰
か
を 

希
望
し
て
い
た
け
れ
ど、
彼
が
私
の
こ
と
を
推
し 

て
く
れ
た。
ヴ
イ
ズ
ニ
キ
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て、
 

私
に
と
つ
て
素
晴
ら
し
い
数
ケ
月
だ
つ
た。
彼
は 

第
一
線
の
知
識
人
で、
コ
ー
ド
記
号
だ
け
で
は
表 

せ
な
い
ピ
ア
ノ
の
記
述
法
を
発
達
さ
せ
た
作
曲 

家
だ。
 

楽
譜
は
必
要
な
も
の
だ。
ヴ
イ
ズ
ニ
キ
だ
け 

じ
や
な
く、
他
の
3
人
の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
と
も
に、
 

作
曲
家
の
エ
ロ
マ
ー
ル
の
作
品
も
楽
譜
に
し
た。
 

ぅ
わ
べ
だ
け
の
謙
遜
な
し
で
言
わ
せ
て
も
ら
え
る 

な
ら、
二
つ
の
楽
譜
集
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
歌
の
作
曲 

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
る
出
版
物
だ。
 

—
—

あ
な
た
は
ル
イ
ス，
夕
チ
や
ヴ
イ
ズ
ー|

キ
と 

い
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
知
識
人
の
作
曲
家
と
近
い 

関
係
に
あ
り
ま
す
が、
そ
の
関
係
は
ど
の
よ
ぅ 

に
生
ま
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ド
5
私
が
彼
ら
の
作
品
が
好
き
で、
彼
ら
の
コ 

ン
夕
ク
ト
先
を
探
し
て
自
分
の
抱
い
て
い
る
作
品 

へ
の
愛
情
を
伝
え
た。
彼
ら
は、
私
が
彼
ら
の
作 

品
に
と
て
も
深
く
愛
情
を
感
じ
て
い
る
と
わ
か
つ 

て
く
れ
た。
私
自
身
も
ア
I

テ
イ
ス
ト
と
し
て、
 

そ
う
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
て
く
れ
る 

こ
と
か
を
理
解
し
て
い
る。
そ
れ
か
ら、
私
た
ち 

は
友
達
に
な
っ
た。
ル
イ
ス.
夕
チ
は、
共
作
者 

で
友
人
で
ぁ
る
だ
け
で
な
く、
私
の
修
士
課
程
の 

指
導
教
官
だ
っ
た。
同
じ
都
市
に
住
ん
で
い
る
わ 

け
で
は
な
く、
離
れ
て
は
い
る
が
2
人
は
い
つ
も 

側
に
い
る
存
在
だ。
 

—
—

ヴ
ァ
ン
グ
ア
ル
ダ.
パ
ウ
リ
ス
タ(

サ
ン
パ 

ウ
ロ
前
衛
派)

の
ムー

プ
メ
ン
ト
か
ら
は
し
ま
っ 

た
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
前
衛
的
な
音
楽
シー

ン
に
つ
い 

て
は、
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ド
5
ヴ
ア
ン
グ
ア
ル
ダ.
パ
ウ
リ
ス
タ
は、
そ 

の
中
に
様
々
な
ア
^~

テ
イ
ス
ト
を
含
ん
で
い
る。
 

私
に
と
っ
て
最
も
刺
激
的
な
の
は、
グ
ル
ー
ポ.
 

フ
ー
モ
と
イ
タ
マ
ー
ル.
ア
ス
ン
サ
ウ
ン
だ。
イ 

タ
マー

ル
の
影
響
は
今
も
残
っ
て
い
て、
私
は
キ 

コ
-

ヂ
ヌ
シ
が、
そ
の
い
い
闽
だ
と
思
つ
て
い
る。
 

12 
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I
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

ド
5
英
語
の
ア
ル
バ
ム
を
録
音
す
る。
私
の
曲 

の
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
ま
だ
発
表
し
て
い
な
い
曲 

を
録#1

す
る
つ
も
り
た。
そ
れ
か
ら、
サ
ン
パ
ゥ 

ロ
州
立
交
響
楽
団
の
た
め
に
作
っ
た
声
と
弦
楽
四 

重
奏
の
た
め
の
曲
を
録
音
す
る。
 

お
そ
ら
く
こ
の
フ
才
丨
マ
ッ
ト
の
た
め
に
も
つ 

と
作
曲
し
て
ア
ル
バ
ム
1
枚
録
音
す
る。
誰
か、
 

’
し
の
ブ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
に
興
味
が
あ
る
日
本
の
弦
楽 

四
重
奏
を
知
ら
な
い
か
い
？ 

I
日
本
に
つ
い
て
の
印
象
は
ど
ん
な
も
の
で 

す
か
？ 

ド
0
0

こ
う
し
た
ィ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
日
本
の
印
象 

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
時
に
思
い
浮
か
ぶ
感
情
は、
 

考
え
ら
れ
う
る
限
り、
と
て
も
良
い
も
の
だ
と
い 

う
こ
と
だ。
日
本
の
文
化
に
あ
る
物
事
に
対
す 

る
関
心
の
度
合
い
や
そ
れ
ら
の
素
描
か
ら
理
解 

さ
れ
る
の
は、
偉
大
か
つ
唯
一
の
存
在
と
し
て
の 

人
間
が
1
0
0
0
年
も
の
間
持
ち
合
わ
せ
て
き
た 

感
情
に、
継
続
と
未
来
の
創
造
と
い
う
緊
急
課 

題
へ
の
判
断
力
と
を
融
合
さ
せ
う
る
文
化
で
あ 

る，」

と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
’
V
—
，
と
だ。
 

私
は
地
球
の
反
対
側
に
い
て、
日
本
の
問
題 

は
わ
か
ら
な
い。
日
本
や
日
本
人
は、
必
ず
し
も 

天
国
や
天
使
じ
や
な
い
こ
と
は
わ
か
つ
て
い
る。
 

で
も
こ
れ
以
上
な
い
程
い
い
印
象
を
持
っ
て
い 

る。
も
し
こ
の
ィ
ン
夕
ピ
ュ
ー
を
読
ん
で
す
ぐ 

に
日
本
に
住
む
こ
と
や
そ
の
文
化
の
悪
い
部
分
を 

考
え
る
人
は、
お
願
い
だ、
こ
う
思
わ
せ
る
魅
力 

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い。
 

—
—

日
本
の
フ
ア
ン
に
メ
ッ
セー

ジ
を
お
願
い
し 

ま
す。
 

ド
3
こ
の
ょ
う
に
私
や
友
人
た
ち
の
や
っ
て
い 

る
こ
と
に
興
味
を
持
つ
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し 

た
い。
こ
ち
ら
で
は、
ど
ん
な
に
音
楽
が
や
り
辛 

い
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も、
私
た
ち
は
作
曲
し、
 

演
奏
し、
あ
な
た
方
の
興
味
を
尽
き
な
い
よ
う 

な
音
楽
を
探
し
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に、
 

確
陋
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
ぃ
ぃ。
 

で
も
私
は
ジ
ル
べ
ル
ト，
ジ
ル
や
カ
エ
夕
丨 

ノ.
ヴ
ヱ
ロ
ー
ゾ、
そ
の
後、
ヴ
ァ
ン
グ
ア
ル
ダ.
 

パ
ウ
リ
ス
夕、
ま
た
ギ
ン
ガ
な
ど
も
よ
く
聴
い
た。
 

こ
れ
ら
全
て
が
私
に
影
日
を
与
え
た。
 

外
国
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は、
明
確
な
も
の 

の
他
に
グ
リ
ズ
リー

，
ベ
ア
と
ダ
^“

テ
ィ
ー
 ̂

プ
ロ
ジ
ヱ
ク
夕
丨
ズ
の
影
響
を
強
調
し
た
い。
彼 

ら
の
こ
と
を
知
つ
て
か
ら
ひ
つ
き
り
な
し
に
聴
い 

て
い
る
ん
だ。
 

I
音
楽
に
関
係
の
な
い
こ
と
で、
好
き
な
こ
と 

は
な
ん
で
す
か
？ 

ド
5
娘
を
盍II

ば
せ
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も。
 
1
1
1
づ

〇
1̂
1
1
6̂

3̂
6
 6

 

3̂
&
0,

0̂ 

3 

フ
ー
モ
の
影
響
は
も
っ
と
弱
く、
そ
の
影
響
下
に 

あ
る
音
楽
家
や
グ
ル
ー
フ
を
挙
げ
る
の
は
難
し 

い。
今
日
サ
ン
パ
ゥ
ロ
で
作
ら
れ
る
面
白
い
も
の 

は
ヴ
ア
ン
グ
ア
ル
ダ
に
ょ
っ
て
始
ま
っ
た
実
験
性 

の
領
域
に
あ
る。
お
そ
ら
く、
そ
の
実
験
性
は、
 

今
日
少
し
薄
め
ら
れ
弱
く
な
つ
て
い
る。
 

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
家
と
海
外
の
音
楽
家、
 

ど
ん
な
音
楽
家
に
あ
な
た
は
影
響
を
受
け
て
い 

ま
す
か
？
ま
た、
ミ
ナ
ス
の
影
響
に
つ
い
て
話 

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

ド
5
ミ
ナ
ス
の
影
響
か
ら
話
そ
う。
ミ
ナ
ス 

ジ
ェ
ラ
イ
ス
で
育
つ
と
い
ぅ
こ
と
は
音
楽
と
関 

わ
る
こ
と
が
深
く
刻
ま
れ
る
こ
と
だ。
夕
ヴ
ィ
ー 

ニ
ョ.
モ
ゥ
ラ、
べ
ト.
ゲ
ヂ
ス，

ロー

.

ボ
ル
ジ
ェ 

ス、
ゥ
ア
ク
チ
や、
既
に
名
前
を
上
げ
た
ミ
ル
ト 

ン
や
ト
ニ
ー
ニ
ョ，
オ
ル
夕
と
い
つ
た
音
楽
家
が、
 

ミ
ナ
ス
の
音
楽
を
作
つ
て
き
た。
 

こ
れ
ら
の
音
楽
家
の
音
楽
が、
他
の
音
楽
家 

や、
ブ
ラ
ジ
ル
の
他
の
地
域
の
音
楽、
そ
れ
に
他 

の
国
の
音
楽
の
ハ
ー
モ
ニ
ー、
様
式、
ア
レ
ン
ジ 

に
自
然
と
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た。
そ
ぅ 

い
つ
た
こ
と
を、
私
た
ち
は、
音
楽
の
学
校
で
で 

は
な
く、
耳
で
聞
い
て
理
解
す
る。
 

ズ
〇
7
卬 
0
6
1
0̂ 讲
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6
1
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甜87冊仙/10即昍耵冊 
111118711 肌 0110 叫赃 87 抓 
(巳3门93丨6 131‘0^0？665 ^00 011” 2011年 
マウロ ’ホドリゲス教授のもとに八ファエル， 
マルチニ、ハファエル.マセードなど第二新 
世代の作曲家、演奏家（大半はミナスジエラ 
イス連邦大学出身者》が結集したオーケスト 
ラ。先鋭的かつ芳醇な音楽が見事に実現され 
ている。 （濱瀬） 

讓旺隠咖0 
1|财8[[補肌I昍10 
00016136110161116 5か〕2009 年 
ミナス第二新世代を代表する作曲家のひとり。 
鋭角的な作風だがギンガの音楽を思わせる薰 

り高さカヽ'伴っており、ピアニストながらギター 

の弾き語りは本当に素晴らしい。今後の仕事に 

非常に期待できる逸材である。 （濱瀬） 

6間叩冊聞0 
肝謂0 
(^「づ丨巾11^065 ミか）2009 年 
ダニエル.パントージャ（フルート）、フェ 
リピ，ジョゼ一（チェロ）、フレデリコ，エ 
リ才ドロ（ベース）、アントニオ.ロウレイ 
ロ（ドラムス）というミナス第二新世代の作 
曲家が集まったグループの非常に優れた器楽 
作品。 （濱瀬） 

肌听1081 
01冊III诎邮81邸 
(��づ6ロ6110161116 5/115 201 3 年 
ミナスジェライス連邦大学出身、ウアクチの 
マルコの薫陶を受け、チェロ奏者としてグルー 
ポ-八ーモに参加するなど、第二新世代の様々 
な活動に参加する重要人物。ソロ第一作は現代 
的かつブラジルの情緒を深く湛えた非常に高 
度な器楽作品。 （濱瀬） 

财!!!拙0财朋08找 
如圓! 
(い咖叩门咖“饴厶03リムしリ202从り）2008年 

当時18歳の処女作である。彼はウアクチのア 
ルトウールを父とし、この父の制作、アレンジ、 
ウアクチ、クリストフ，シルヴァの参加という 
構図からミナス第二新世代の誕生を最も純粋 
かつ象徴的に告知する作品（傑作!）というこ 
とができる。 （濱瀬） 

“ | ⑧  

0議�0 
綱VII 
011^6(3011016016 3/1*0 2011年 
マルコ，アントニオ’ギマランイスと彼が創 
始したウアクチに多大な影響を受けたグルー 
プ。第二新世代の多くを輩出しているコンテス 
ト〈巳：)レ!0インストウルメンタル年）〉 
で優勝し、メンバ一のアレシヤンドリは作曲と 
編曲で表彰された。 （濱瀬） 

冊1870肝3は肌邮X册肋&叩810 6肪川0 
0011780 610001 
(丨门亡6ロ60づ601：6 51^1001-15 2003 年 
作品名義の3人だけでなくチタ一二、マイザ， 
モウラ、セルジオ.ペレレ、パウラ.サン!^一 
ロ、レオポルヂーナ、ジュリアナ“ペルヂガゥ 
ンなど第一新世代の音楽家が結集したへシク 
ロ，ジェラル宣言の意味を持つと考えられる重 
要作。 （濱瀬) 

④ 

隨I 
7隱8爪 

& 5005 1^X007〕1996 年 
70年代末から活躍する創作打楽器の著名なグ 
ルーフ。フェリピ，ジョゼ一、アレシヤンドリ 
はメンバ一の直接の弟子であつたり第二新世代 
と関わりが深い。本作にはアレシヤンドリと作 
風が共通する彼の父、アルトゥールの作曲作品 
が多く収録されている。 （濱瀬) 

③ 
叫雄33 

‘纛：’' 

0^0||651|“3 

‘ I ，…:：ュ::. 

冊册I邮盯旧 
昍隱0 
(邮0丨60 000161111301‘31160 ミか）201 2 年 
クリス卜フ、アレシヤンドリ、ロウレイロなど 
ミナス新世代の中心人物の活動にことごとく 
参加し、演奏のみならず作曲、編曲、歌によっ 
て現在のブラジル音楽に非常に重要な役割を 
果たしている彼の素晴らしい世界を集めた第 
一作品集。 （濱瀬） 

@ 

卿8咖隱 
011[！)冊 II[(！猫 
(！!!0)6(36001601:6 5か〉2008 年 
しオノラ.ヴェルスマン（歌）、ハフアエル. 
マルチニ（ピアノ、ギター、歌）を中心にした 
新世代ミナスの作品を演じるグループ。アント 
ニ才.ロウレイロの151ソロの出る2年前に 
彼の名曲「ホーダ.ジガンチ」をすでに録音し 
ている。 （濱瀬） 

拙70X1010昍昍0 
80 

1^X00-100  ̂ 2012 年 
ポランダというクオリティ一"レーベルからリ 
リースされた第2作。ジャズ的な自由発展空 
間が多くを占め、前作のような緻密な構成とは 
異なる方向に向かった。タチアナ，パー八の素 
晴らしい歌による「ルース.ダ.テ一八」は傑 
作である。 （濱瀬） 

關 70X101011 昍 110 

ソロ第1作。ウアクチ的アコースティック音 
響合成に加え、彼及びミナス第一新世代のセル 
ジオ’ペレレ、クリストフ’シルヴァらによる 
素晴らしい歌により緻密に構成された見事な 
作品で第二新世代の隆盛を知らしめたまぎれ 
もない傑作。 （濱瀬） 

01^08011^ 
01^ 6^ 081^0^11&8 
‘亡印60づ6016 8/1*0 201 4 年 
アレシヤンドリの最新作。本作はアンドレ’メ 
マーリなどサンパウロ勢の助けを借りずに全 
編をミナスの八ファエル，マルチニ、ぺドロ-
サンターナ、 アドリアーノ.ゴイアターで作つ 
ており、言わばひとり立ちした秀作と言えるだ 
ろう。 （濱瀬） 

111^080818 
冊I诎XII财昍105 
(り闩丁 ~亿012012 年 

アレシャンドリのソロ第2作。ブラジル音楽 
の近年の最高の成果である。ミルトン，ナシメ 
ントのクルピ，ダ，エスキーナを彷彿とさせる 
沸き立つ創造性や溢れ出る楽曲の美に圧倒さ 
れる大傑作。 （濱瀬） 

1(81810^81^ 
0[隱 
(！门づ印6110|601：6 5か〉201 3 年 
クリストフの2013年の最新作。現代のブラ 
ジル音楽の最高度の到達点を示した傑作。大半 
を占める生楽器演奏と声に対置されたペドロ， 
ドウランイス（共同制作者として参加）のエレ 
クトロニ力は新たな音楽的美の提示に成功し 
ている。 （濱瀬) 

X肝1870阡引I抓 
啪时間？0肝70 
(^「づ丨巾？「00|115665 5か〉2007 年 
クリストフのソロ第1作。第二新世代の演奏家、 
八ファエル，マルチニ、アントニオ.ロウレイ 
ロ等と詞のマケリー、ルイス，タチとのコラポ 
レーシヨンに加え、ジユサーラ，シルヴエイラ、 
ナ一，オゼッチの参加も華やかな魅力を放つ傑 
作。 （濱瀬) 
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[隠瞧180 
011冊的旧補四肝如!:姐 
(！门咖砰！！咖门伯ミか)2008年 

08年に本作、09年にもう1作を録音し、子 
育てのためか稹極的な音楽活動から遠ざかっ 
てしまった彼女だが、その2作とも非常に質 
の高い音楽で固められている。汎^II3巳的な視 
点から選曲される本作だがクリストフの曲が4 
曲取り上げられている。 （花田) 

8昍610紐耵08 
III圓隱0 
0叩311013101：只0113-0193〉2013 年 
56年生まれ、95年ソロデビューという遅咲 
きのセルジオ。その質の高さにより日本でも積 
極的に紹介されてきた。13年発表の本作では 
彼の声とギター、それにサポートギターとい 
う編成で、声とギターのみのブラジル音楽の1 
つの到達点を示した。 （花田) 

财仙70聞0て冊&油丁肝101/1106&70 
0018 昍托 88011 
㈧只丁 0002-1099/1100〉2004 年 
フェルナンド’ペソアの詩に2人が曲をつけ 
た2枚組の大作。り只丁からの国内盤化で同時 
代のミナスの音楽としてリアルタイムに紹介 
された。ディスク「53⑴匕3」は軽快なテンポで、 

「03门印65」では空間を活かしたアレンジで聴 
かせる。 （花田) 

1111仙7盯0008冊⑶肌I 
008冊00冊I 
^3 050195 2012 年 

マリアナ，ヌネス、フラヴィオ，エンヒキ、ぺ 
ドロ.モライス、力ドウ.ヴィアナというそれ 
それ活躍してきた歌手/ソングライターたち 
が、一緒の活動による化学反応を求めて結成し 
たコーラス"グループ。ミナスの名曲の再解釈 
も。 （花田) 

盱如10呢圓0旺^011邮鬧II邮0冊001 
如！！诎诎 701 &08 011103 0 丨 61116 仙的 
(ソ！厶50り0闩八ミ/门）2000年 
女性歌手マリーナ“マシャードと3人組女性 
コーラスグループのアマラントが、第一新世代 
と深く関わることになる作曲家のフラヴイオ， 
エンヒキの曲を鉄壁のコーラスで歌い上げる。 
3者ともに現在まで素晴らしい活動を続けてい 
る。 （花田) 

叩8100 肪 760 
朋7昍圓 
(丨？“！咖ロ611016111：6 ミか）201 3 年 

クリストフからも最も信頼される第一新世代 
の実力派シンガーソングライターである彼の 
151ソロは、③の発表から約10年後となった。 
その3者のソロの中では、最も③の雰囲気を 
湛えており、10年後の『八0リ1：「3 0:0)30)6』 
ということもできよう。 （花田) 

益861011昍昍1 
咖謂 
(！“咖ロ600)61116 ミか）201 3 年 
第一新世代の黒人シンガーソングライター、本 
作で4作目を数える。声の力に魅力があり、 
彼の声の力は、声域は違うがミルトンの声の力 
を彷彿させるほど。ほぼ自作曲で占められるが 
曲のジャンルも多様。器用すぎて損をしている 
感じさえ。 （花田) 

II醫 

00016136001601；パりパ0008〉2008 年 

1960年ミナス生まれ。80年代後半から実力 
派歌手と認められていた彼女の08年作は、新 
世代への共感が全面的に感じられる作品。マケ 
リーやクリストフの作品が八ファエル，マルチ 
ニらの新世代のアレンジャーを音楽監督に迎 
え取り上げられる。 （花田) 

冊IX[請 
仙70甩60 
(わ咖ロ印づ6016ミか）2007年 

クリストフとパブロと共に、③に参加したヘシ 
クロ，ジェラル世代の精神的中心人物。現在は 
ミナスの文化関係の要職を歴任していること 
もあり、自身の音楽活動から距離を置いている 
彼の唯一のソロアルパムが本作。ミナス新世代 
を代表する詩人。 （花田） 

冊II财籼!!描 
關冊 
(丨门咖叩！“！咖对6 5か）2007年 

本作の前年にマケリーとデュオ作を発表して 
いるマイ一ザ。本作ではミナス新世代の他、 
ヴィズニキやルイス，タチらサンパウロの重要 
作家の作品も取り上げる。双方に共通する知的 
で芳醇な音楽性が、彼女の冷静で力強い歌声で 
強調される。 （花田） 

0册！&冊！^四!1!)汗 
編補1116财 
([^「此り05丨03 0し562〉2012 年 
ユリ.ポポフの娘で、トニーニョ.オルタの姪 
であるヂアナの音楽は、ミナス音楽特有の大 
きなスケール感と八一モニーを受け継きつつ、 
電子音楽ネイティヴの世代として軽やかに電 
子音も取り込み、正統ミナス音楽を21世紀に 
アップデートする。 （花田） 

冊呢8 [抓10111出 
冊昍押印1,1册II8011 
(丨门咖ロ印づ6!^6 5か）2013年 
彼女と@のレオポルヂーナ、⑭のソ0でソロ作 
の発表が待たれるレ才ノラを、今後も活躍が楽 
しみなミナス新世代の女性歌手3人衆だと思つ 
ている。作曲も行うイレ一二の歌声は伸びやか 
でオーガニック、時にフオルクローしのような 
表情も。 （花田） 

IV！咖[腿8 
8 難!1(0 
031-01111111^065 IV！已。(^こ）2010 年 
ソロ作としては本作のみを残し11年に35歳 
の若さで他界した。音楽家であり画家だった。 
彼は第一新世代だが、本作では第二新世代も巻 
き込んで多様で壮大な世界を繰り広げる。音楽 
監督は頭角を現し始めた八ファエル，マルチニ 
らが務めた。 （花田） 

1101‘01011！]I 
II職藤 
(561：60Î ^V05 01^1-141825 2010 年 
2005年に同じく第一新世代のドゥドゥ-ニ 

カーシオとアルパムを発表した女性歌手。同 
世代実力り0.1の彼女が、今度は第二新世代 
の面々をパックに録音した131；ソロの本作は、 
女性歌手の視点から同シーンの可能性を十二 
分に示す好作。 （花田） 

油111/18仙70的 
IV！冊00附II冊!間0 
(巳。「如也8奐00巧）2012年 

「第一新世代」より一世代上ながら③にも参加 
したミナス’シーンの実力派女性歌手。3作目 
の本作では、クリストフとマケリーの曲や、ア 
ントニ才，ロウレイロの曲を取り上げるなどミ 
ナス新世代への共感は今も続く。女優としても 
広く知られる。 （花田） 

趣） 

财6丨朋评05170 
肝61譴8时抓0 
(リ0〜6「30 ？「1X1リ^65 5か〕2001年 
歌手で舞台女優のへジーナ。「第一新世代」の 
曲が取り上げられた極初期の作品として取り 
上げた。セルジ才.ペレレ、フラヴィオ.エン 
ヒキ、マケリ一，力らの曲が、素朴ながら深淵 
さも感じられる編曲で取り上げられる。音楽監 
督はフラヴィオ。 （花田） 
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